
 

小瀬高校と明峰中は、中高一貫教育の特色ある活動として、部活動の積極的な交流に取り組んで 

います。卓球部は明峰中体育館で、ソフトテニス部は小瀬高のテニスコートで活動を行いました。 

たくさんの中学生を前 

にして、緊張した表情も 

見られましたが、先輩と 

しての豊富な経験をしっ 

かりと伝えることができ 

ました。 

 

 

連 携 型 中 高 一 貫 教 育 校 

 

 

 

 

 

明峰中学校と小瀬高校は、連携型中高一貫校として異年齢集団の交流を通して、豊かな感性を培い、共に

磨き合い心豊かでたくましい生徒、将来にわたって地域に貢献できる有為な人材の育成に努めています。 

 

 

 福祉体験では、最初に福祉コースの３年生の生徒が福祉コースについての説明をし、その後中学生と

一緒にシルバーリハビリ体操を行いました。次に、２班にわかれてインスタントシニア体験と車椅子操

作体験を行いました。お互いに声を掛け合いながら、日常生活との違いを実感することができました。 

参加した生徒からは、「高齢者にとって、新聞を見ることや歩くことが大変であることがわかり、手伝

えるときは積極的に行いたいと思った」「車椅子では、声かけがあるだけで安心感が生まれることがわか

った」などの感想が寄せられました。今回の実践は、中学生・高校生にとって、貴重な経験になりました。 

  

 

  

 

 

 

シルバーリハビリ体操に取り組む生徒     段差での車椅子の操作を学ぶ生徒     インスタントシニア体験（電卓） 

 

 

 ふれあい花壇は、異年齢集団の交流を通して、心

豊かで思いやりのある生徒の育成を目的として作

られた花壇です。参加した生徒は、「一緒に活動で

きてよかった！」と充実した表情が見られました。 

今回、中学生と高校生の協働によって植えられた

サルビアは、夏から秋にかけてふれあい花壇を鮮 

やかに彩り、私たちを癒やしてくれるでしょう。                     

  

 

                    

 

 

 

 

 

 

令和 3年 7月 第 1号 

「ない」からこそできる！          小瀬高 SPIRITS ＆ PRIDE 

 

部活動交流 ～中高一貫校ならではの取組です～ 

福 祉 体 験  明峰中３年生と福祉コースの生徒が交流しました 

ふれあい花壇  明峰中１年生とＪＲＣ部の生徒がサルビアの苗を植えました 

協力してサルビアの苗を植えました  頼もしい姿が見られました 


